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総評 

 ここ数年で出品される作品の質が変化してきたと

感じます。これは画一的な教育から、子ども達一人ひ

とりを育てる教育への転換が、成果として現れている

のだと思われます。図画工作や美術は、他教科に先ん

じて子ども達の個性を引き出し、伸ばすことの大切さ

を訴え実践してきました。ここに集まった多くの作品

は、子ども達それぞれが充実した今を生きている軌跡

のように見受けられます。この成果は、学校現場で

日々子ども達に的確で温かいご指導をされている先

生方のご研鑽の成果であり、子ども達一人ひとりとの

信頼関係が築かれている表れです。同時に、それを支

える保護者の皆様、佐久市をはじめとする美術館や地

域が、一丸となって子どもを育てている証でもありま

す。 

そもそも美術表現は既存の概念を打ち砕し、新たな

見方や価値や創出するといった一面も含有していま

す。私たち大人は生活の中で安定や安心を求めながら

も、過去に図工や美術の教育を受けた経験を基にして、

さらにより良い方向へと、変化を恐れずに世界を切り

開く力を身に付けてきました。 

では私たちが対峙している世界とはいかなるもの

でしょうか。私と世界の関わりにおいて「わたしが(・)

世界」、「わたしと(・)世界」、「わたしの(・)世界」とい

ったように、子どもの発達段階で「わたし」と「世界」

の関係は深化していくと考えられます。未就学から小

学校低学年では「わたしが世界」であり、世界の中心

は「わたし」です。その中で「わたし」の存在を充分

に味わい「わたし自身」を構築していきます。その後

高学年になり「わたし」は「他者」との出会いで世界

広げ、他者理解と共に自己を強く意識し、世界を対象

にして「わたし」を客観的に捉えることになります。

そして「わたしと(・)世界」の関係を理解した中学生

になると、外界世界の中に「わたし独自」の世界を個

性と理解し、「わたしの(・)世界」を他者に向けて表現

する事ができるようになります。これは、世界の中で

自己自身を作り上げるダイナミックで大切なプロセ

スだと思われます。本展のように小学生から中学生ま

での作品を一同に観てみますと、人間形成の一連の流

れをうかがい知る事ができるのではないでしょうか。 

今回の審査では、図画工作の描画活動における写真や

コピーの扱いについての話題がでました。高等教育機

関において美術やデザインを専門的に学んだ者であ

れば、その扱いに苦慮することはありませんが、学校

教育において ICT（情報通信技術）の活用が進み児童

一人ひとりがタブレット端末を手にする学校現場で、

描画制作への応用の賛否に先生方のご懸念やご不安

が多少あるのではないかと思われます。昨年の総評で

書かせていただいたように、子ども達は「上手に描き

たい」という希望を抱いています。その一方的な意に

添い、描画が写真やコピーの模倣となってしまうと図

画工作で培う様々な醍醐味が半減してしまいます。 

不思議なもので、私たち大人も美しい自然を目の前に

して「絵のように美しい」と感じたり、絵画作品を前

にして「写真のようにリアルだ」と感心したことがあ

ると思います。勿論、どちらとも間違った受け止めで

はありません。この様に「美しいもの」と「リアル（リ

アリティ）」は私たちに感動を呼び起こします。ご承知

の通り「美しい」とは、個人の感性が大きく関係して

いますが、「リアリティ」はどのように捉えればよいの

でしょうか。 

ここでは写真等の画像を例に取り上げたいと思い

ます。写真やコピーはその時の記憶や体験を呼び覚ま

すことが期待できます。しかし、写し出された画像を

そっくりそのまま写すことで得られた達成感では、そ

の期待を十分に満すものにはなりません。画像に映し

出された状況が、本人にとってどのような体験や経験

であったのか、子ども達の目や体を通したリアリティ

でなければならないのです。ここで言うリアリティと

は輪郭線や形の正確さではありません。美術表現での

リアリティは「真・善・美」と訳されます。見せかけ

のリアリティではなく、子ども達自身にとっての「真・

善・美」でなければならないのです。すなわち、「わた

し」と「世界」の関わりそのものなのです。 



あくまでも写真やコピーの画像の活用は、視覚的な正

確さを目指す目的や目標ではなく、リアリティを呼び

起こすための手段として、有用な素材の一つだと考え

ると良いのではないかと思います。 

 最後になりましたが、保護者の皆様におかれまして

は、作品を前にしてお子様のリアリティを感じていた

だけましたら幸いです。 

審査長 猪瀬 昌延（信州大学 教育学部 准教授） 

 

 

審査を終えて 

中学 3 年生の最優秀賞作品「清清」は全体の作品の

中でも目立っていた。一目見て、上手い、本物みたい

だ！と思う。そしてもう一度、冷静になって絵を観る。

何が気持ちを掴むのかしばらく考える。左から右に向

け奥行きがあり、3 本の木が塀に沿って並んでいる。

画面の約半分を占める左の木が何とも奇妙な形だ。そ

れは自然の力に従っているのか抗っているのか、幹は

うねり枝は下に向け伸び、葉もまばらだ。その存在感

は目を離させない。何か、歌舞伎役者のようだ。他 2

本の木は左の木より背も高く発育も良さそうだが、脇

役に徹している。さらにその右側の木は少し白味を帯

びていて奥行きをつけている。形や色の描写力と共に

3 本の木に物語めいたものを感じ、そこに引き付けら

れたのだと思う。 

 

毎年、小学校低学年はあさがおやひまわり、芋の絵

が多い。その形や大きさに元気をもらうようだ。2 年

生優秀賞「おいもだいしゅうごう」は大人のような渋

めの色のトーンを使い分けて、さまざまな形の芋をた

くさん描いている。まるで生き物のように動きを感じ

る。よく見ると手前にアリがいる。たくさんの芋たち

がアリを観察しているのか。 

 

今回、版画作品が初めて最優秀賞になった。版画は

仕上がりが白黒のため、たくさんの色を使った描画作

品といっしょに並べるとどうしても弱く埋もれてし

まうように感じる。そんななか、5 年生「オオトカゲ

にのっている私」はひとまわり小さいながらも存在感

があった。背面彩色バージョンと白黒バージョンを並

べてあるものの、白黒 1 点のみでも充分だったように

思う。実際、ニードル（針）みたいもので板面を引っ

掻いてできたトカゲの表皮の摺りは白と黒の間の色

（ハーフトーン）が見ることができ、より存在感があ

る。また、引っ掻いた表現はトカゲのもつ荒々しさも

演出していた。 

 

もう 1 点、5 年生にかわいい版画作品があった。椅

子に座り、アコーディオンを弾く女の子の画だ。背景

上部の波線は海を思わせ砂浜で演奏しているよう。頭

の上に何か判断つかない物体はサイズ違いの帽子に

見える。音符の向きはさまざまで足にも見えて踊って

いるようで楽しい。賞にもれてしまったが、こんな画

が家に飾ってあったら素敵な気持ちになる。 

 

個人部門近代美術館賞は年々、出品が増えてきてい

るようで嬉しい。テーマも自由、さまざまな作品が並

ぶ。立体作品もバラエティ豊かになった。その中で「森

の動物」は、集めたどんぐり帽子や松ぼっくりでリス

やフクロウを思わせる生き物をつくった作品だ。拾っ

た形に思いをはせて、かわいい動物を造形する。粘土

作品とはまた違った創作の仕方だ。道の駅や物産店で

は今も昔もこんな感じのお土産物が並んでいて、とき

どき好んで買ってしまうことがある。 

 

今回 20 回目となった美術展も、学校の先生方や保

護者の皆さん、美術館スタッフ関係者の方々のおかげ

もあり年々力作が増えている。ますます楽しくまた真

剣に作品に向き合っていきたいと思う。 

田嶋 健（木版画家） 

 

 

 

 

 

 



審査を終えて 

 

 入賞、入選された皆さん、おめでとうございま

す。 

今回の審査でも、各学校の図画工作や美術の授業

で、皆さんが楽しく充実した時間を過ごしているこ

とが想像できました。また、指導される先生方の工

夫の成果が感じられたことも、とても嬉しいことで

した。私たち審査員は以下の審査基準に従って、お

互いの意見を述べ、話し合いながら公正に作品を選

びました。 

 

〈審査基準〉 

1 独創性のある作品（子どもたちが感じ取ったこと

や新たな発見が表現され、見ていて楽しくなる作

品） 

2 現代を生きる子どもたちが、意欲をもって制作し

た作品（時代のリアリティが感じられる作品、いき

いきと作品に向き合っていることが感じられる作

品） 

3 技術の高い作品（構図、形、色合い等の技巧、技

術に優れた作品） 

 

受賞作品を選ぶ過程では、初めに審査員が個別に

賞候補となる作品を選びました。この段階で審査員

は、じっくりと個々の作品と向き合うことができま

した。次の段階では、候補の作品について、３人の

審査員が話し合いながら各賞を決めていきました。

作品を手掛かりに生徒さんのこだわりの力点を読み

解き、同時に学校の先生方の授業運営の苦心なども

想像しつつ、時間をかけて作品について語り合いま

した。このような対話による審査は、「他の審査員が

どのように感じているのか」や「作品のどのような

点に魅かれたか」を共有する中で、一人で向き合っ

ていたときには思ってもみなかった新たな視点が得

られ、ときには作品の見方が変わることがありま

す。審査員同士の独自の視点を尊重しながら、審査

結果から生まれるメッセージを共創するような感覚

があり、私は、この過程をとても面白く感じていま

す。審査が終わる頃には体はへとへとになります

が、子どもたちの様々な作品に出合い、普段は味わ

えないような刺激を受け、気力が満ちてくるようで

す。 

また、授業外で制作した作品を誰でも応募するこ

とができる個人応募部門の出品数が増えたことも嬉

しく思います。作品には生徒の皆さんの好奇心や集

中力、おおらかで自由な想像力が感じられました。

特に今年度は作品の創作性に広がりが出てきたよう

に思われました。意欲ある子どもたちの創作への希

求が多くの力作を生み出しているようです。児童生

徒が落ち着いて丁寧に取り組む環境が整えられてい

るのは、きっと保護者の皆様や先生方の並々ならぬ

ご努力のおかげなのでしょう。このように熱中でき

る環境で図工・美術に向き合える皆さんには、当館

だけでなく、さまざまな美術館の展覧会に足を運ん

でいただきたいと思います。多くの良質な作品を見

て創作活動を継続することが、情操豊かな人を育む

のではないでしょうか。 

展覧会では、児童生徒の皆さんの創作に対する真

剣さも伝わってくることでしょう。これからも保護

者の皆様や学校の先生方に一層のご助力をいただき

ながら、当館も子ども達の活発な創作活動を一緒に

見守り、支えていきたいと考えています。 

日比野 ルミ（佐久市立近代美術館館長） 

 

 

 

 

 

 

 


